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新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

ご
と
う
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

中
尾

弘
一

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
・
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役
職
員
一
同
衷
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て

は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
是
非
が
争
点
の
柱
と
な
り
、「『
聖

域
な
き
関
税
撤
廃
』
を
前
提
と
す
る
限
り
、
交
渉
参
加
に

反
対
す
る
」
と
し
た
公
約
を
掲
げ
る
自
由
民
主
党
公
認
候

補
の
大
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。
本
県
三
区
で
も
農
政
連
盟

の
推
薦
候
補
で
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
誓
約
し
た
谷
川
弥
一
議
員

が
見
事
当
選
を
果
た
し
、
国
民
全
体
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
Ｎ
Ｏ
を

突
き
付
け
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
れ

ば
、
国
内
産
の
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
が

難
し
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
労
働
環
境
の
激

変
、
地
域
経
済
や
医
療
の
崩
壊
な
ど
農
業
以
外
の
分
野
に

ま
で
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

国
民
の
生
命
に
直
結
す
る
食
と
農
の
重
要
性
を
考
え
る

上
で
、
今
回
の
選
挙
結
果
は
至
極
当
然
の
も
の
と
考
え
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
断
固
阻
止
の
姿
勢
を
貫
き
、
総
力
を
挙
げ
て
活
力
に
満

ち
た
農
業
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

て
、
当
Ｊ
Ａ
は
合
併
以
来
、
五
島
農
業
の
振
興
と
食

の
安
全
・
安
心
を
追
求
し
、
強
固
な
経
営
体
制
づ
く
り
に

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
昨
年
、
合
併
十
一
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
組
合
員
・
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
も
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
や

サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
う
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト（
直

売
所
）「
産
直
市
場

五
島
が
う
ま
い
」が
、
地
域
の
方
々

か
ら
ご
愛
顧
頂
き
、
地
産
地
消
の
拠
点
施
設
と
し
て
成
長

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
お
陰
さ
ま
で
、
昨
年
度

を
一
億
二
千
万
円
上
回
る
四
億
七
千
万
円
の
売
り
上
げ
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
お
き
ま
し
て
は
、
安
定
し
た
収
量
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
鮮
度
・
品
質
を
保
持
で
き
る
出
荷
輸

送
体
制
を
構
築
し
、「
五
島
産＝

安
全
・
安
心＝
う
ま
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
確
立
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
新新新新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年年年年

皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま

す
と
共
に
、
本
年
も
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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そ
の
結
果
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
な

ど
の
農
産
物
は
面
積
も
拡
大
し
て
お
り
、
中
で
も
高
菜
に

つ
き
ま
し
て
は
、
管
内
の
青
果
物
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
販

売
高
を
誇
る
農
産
物
へ
と
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

契
約
品
目
の
更
な
る
面
積
拡
大
と
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ

り
、
五
島
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

畜
産
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
長
崎
県
大
会
で
当
Ｊ
Ａ
か
ら

出
品
さ
れ
た
五
頭
全
て
が
優
等
賞
を
受
賞
（
第
四
区
は
併

せ
て
特
別
賞
受
賞
）。
ま
た
、
若
雄
後
代
検
定
牛
の
発
掘

を
目
的
と
し
た
第
八
区
に
出
品
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
獲
得
し
た
三
頭
（
う
ち
一
頭
は
五
島
市
久
賀
の
山
田
久

道
さ
ん
が
生
産
）
に
つ
い
て
は
、
五
島
市
三
井
楽
町
の
山

下
正
人
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
産
ま
れ
た
福
姫
晴
号
を
種
雄
牛

と
し
て
お
り
、
当
地
の
農
業
に
と
っ
て
、
大
変
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
ご
と
う
農
協
繁
殖
雌
牛
増
頭
実
践
計
画
」
の

達
成
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
・
関
係
機
関
と
一
体
と
な

り
、
一
戸
一
頭
増
頭
運
動
を
中
心
に
展
開
し
、
目
標
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
優
良
繁
殖
雌
牛
群
の
造
成
対
策
と
し
て
、

向
こ
う
三
ヶ
年
で
但
馬
系
の
安
福
久
号
の
母
体
を
三
〇
〇

頭
程
度
導
入
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
入
の
推
進
と
適

正
管
理
や
削
蹄
の
全
頭
実
施
に
よ
る
子
牛
の
斉
一
化
を
図

る
と
と
も
に
、
三
元
輪
番
を
基
本
と
し
た
指
定
交
配
の
遵

守
で
、
肉
量
・
肉
質
を
兼
ね
備
え
た
市
場
性
の
高
い
子
牛

生
産
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
養
豚
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飼
養
管
理
の
改
善
に

よ
る
生
産
率
の
向
上
と
蔓
延
疾
病
の
発
生
を
抑
え
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
経
営
健
全
化
の
取
り
組
み
を
進
め

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
は
集

荷
数
量
三
一
〇
㌧
を
精
米
工
場
で
搗
精
し
、
全
量
地
産
地

消
や
契
約
販
売
に
よ
る
取
扱
拡
大
な
ど
有
利
販
売
を
進
め

て
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、「
産
直
市
場

五
島
が
う
ま
い
」
出
荷
会
員
の
増
加
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

販
売
流
通
に
乗
ら
な
か
っ
た
少
量
品
目
の
販
売
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
結
実
し
、
二
十
四
年
度
の
農
畜
産
物
取
扱

高
は
過
去
最
高
の
四
十
一
億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。今

後
も
二
十
四
年
度
末
の
販
売
高
四
十
一
億
円
必
達
に

向
け
、「
一
円
で
も
高
く
」
を
合
言
葉
に
販
売
力
強
化
を

図
り
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
役
職
員
一
同
決
意
を
新
た
に
、
今
後
も

農
の
振
興
を
基
盤
と
し
た
五
島
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
総
合
事
業
と
し
て
の
Ｊ
Ａ
の
強
み
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
信
用
・
共
済
な
ど
そ
の
他
事
業
に
お
い
て
も

経
営
の
安
定
化
や
利
用
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
、
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
「
チ
ー
ム
ご
と
う
」
と

し
て
協
同
の
力
を
再
確
認
す
る
た
め
、
次
年
度
か
ら
の
新

た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
中
期
経
営
計
画
並
び
に
営
農
振
興

計
画
を
策
定
後
、
第
二
回
の
「
農
の
深
耕
大
会
」
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
も
皆
様
が
ご
健
勝
で
、
幸
多
き
年
と
な
る
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

前
田
さ
ん
は
現
在
ご
夫
婦
で
、
大
根
、

玉
葱
、
甘
藷
、
ト
マ
ト
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

住
宅
街
の
中
で

閑
静
な
住
宅
街
の
一
角
に
広
が
る
畑
。

そ
こ
で
地
域
で
も
評
判
の
野
菜
を
作
っ
て

い
る
の
が
前
田
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。
今
の

時
期
は
玉
葱
と
大
根
が
主
に
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
収
穫
や
水
や
り
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。

元
々
旦
那
さ
ん
の
喜
庸
さ
ん
は
バ
ス
の

運
転
手
、
奥
さ
ん
の
ト
シ
子
さ
ん
は
地
元

の
食
堂
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
両
親
の
引

退
を
機
に
、
農
業
を
始
め
て
十
三
年
目
。

米
を
作
っ
て
い
た
土
地
を
畑
に
変
え
、
安

心
・
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
作
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
々
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

栽
培
も
加
工
も
名
人
級

前
田
さ
ん
は
年
間
を
通
し
て
実
に
様
々

な
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
方
で
は
少
し
曲
が
っ
た
大
根
な
ど

を
生
干
し
大
根
や
漬
物
に
加
工
し
て
出
荷
。

か
ん
こ
ろ
と
セ
ッ
ト
で
島
外
に
販
売
も

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
漬
物
作
り
も
二
年
目
を
迎
え
る
頃
に

よ
う
や
く
お
い
し
い
も
の
が
で
き
た
よ
」

と
ト
シ
子
さ
ん
。
特
に
一
夜
漬
け
や
畑
で

栽
培
し
て
い
る
「
聖
護
院
大
根
」
を
使
っ

た
千
枚
漬
け
は
地
域
の
方
か
ら
も
お
い
し

い
と
好
評
と
の
こ
と
。
栽
培
も
加
工
も
前

田
さ
ん
ご
夫
妻
の
き
め
細
や
か
な
仕
事
が

光
っ
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
品
物
を

「
魅
力
あ
る
品
目
や
お
い
し
い
と
評
判

の
品
種
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と

今
後
の
目
標
を
語
っ
た
ト
シ
子
さ
ん
。
喜

庸
さ
ん
は
ソ
ラ
マ
メ
の
支
部
長
を
や
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
納
屋
に
は
喜
庸
さ
ん

が
独
自
に
改
造
し
た
農
機
の
数
々
も
あ
り

ま
し
た
。

勉
強
熱
心
な
お
二
人
は
口
を
揃
え
て

「
朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜
を
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
に
届
け
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
野
菜
を
も
っ
と
も
っ
と
可
愛

が
っ
て
育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
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第第１１２２回回ＪＪＡＡごごととうう農農業業ままつつりり

上地区
12月2日㈰

オープニングセレモニー

幼徳保育園児による踊り

「次代へつなごう協同の力と元気な五島
農業！」をメインテーマに、農業まつりおな
じみのイベントに加え、各種団体の出し物
も行われ、多くの人で賑わいました。

ケアレンジャーショー

青年部による餅つき

ちびっこエアロビ

東日本大震災復興支
援募金

ロングワイヤー
ジャンピングバ

トル

福江少年少女合唱団による合唱

農産物加工
コンクール

展示会

ヒップホッ
プダンス

上五島ハーモニカ愛
好会・

つばきによる演奏

下地区
11月24日㈯・25日㈰

福江中学校吹奏楽部の
演奏会

来賓・役員による餅ま
き

カラオケのど自慢大
会

有川羽差太鼓による

オープニングセレモ
ニー

五島牛・五島豚試食
会

ごとう 6



第12回農産物加工コンクール入賞者
下地区入賞者

支店
富江
福江
三井楽
崎山
三井楽
本山
富江
本山
富江
西部
崎山
崎山
崎山
富江
本山
三井楽
三井楽
崎山
本山
三井楽
福江
本山
福江
三井楽
福江
三井楽
富江
三井楽
富江
本山
本山

氏名
松坂 勝美
亀山 誠
吉谷 吾一
橋下 繁子
浜辺 律子
園山 吉弥
田口 英雄
水戸 定雄
池本 悟
三藤 久利
山内 清一
山中モミ子
橋下 繁子
入口 藤幸
島 長太郎
吉谷 吾一
安永 吉蔵
野崎 文善
園山 吉弥
横山 隆雄
亀山 誠
大津 助男
中尾 宏昭
三河 忠一
出端 八雄
吉谷 茂
出口美代子
浜辺 律子
谷合 博
大津 助男
山口 廣行

品名
中玉トマト
白菜
南瓜

ブロッコリー
スナップエンドウ
パプリカ
コシヒカリ
コシヒカリ
コシヒカリ
大豆
馬鈴薯
里芋
大根
甘藷
生姜

白菜
キャベツ
深ねぎ

褒賞
最優秀賞

優秀賞

全農長崎県本部長賞
五島振興局長賞
五島市長賞
金賞
銀賞

銅賞

金賞
銀賞

銅賞

金賞
銀賞
銅賞
金賞
銀賞
金賞
銀賞
銅賞
金賞
銀賞

銅賞

金賞
銀賞

銅賞

部門
果菜類の部
葉菜類の部
果菜類の部
ブロッコリー
スナップエンドウ
馬鈴薯

穀類の部

根菜の部

南瓜

パプリカ
胡瓜

葉菜類

インゲン

スナップ
エンドウ

支店
崎山
崎山
富江
富江
富江
富江
富江
富江
富江

崎山

富江
岐宿
福江

福江

大津

西部

福江

三井楽

岐宿

西部

福江

富江
大津

氏名
橋下 繁子
林田 久満
稲田 勝一
川元 秀勝
尾崎 初雄
川本 徹
松坂 勝美
阿野 隆馬
野口 順平

山下 良子

下村 絹代
田道小夜子
小田オク子

長尾チエ子

馬場崎マツエ

坂井美佐子

小田 夏枝

川尻 政子

田道小夜子

石田 浩美

小田 夏枝

谷合千鶴子
片山寿賀子

品名

サツマイモ納豆・
生姜納豆

あじのすりみ
ミナみそ

切りカブしょうゆ漬

ルビートマトの
シフォンケーキ

赤カブとキュウリの
しょうゆ漬

さつまいもの
牛肉コロッケ

生姜の佃煮

米粉といもの粉の
シフォンケーキ

お茶々もち

モーすぐ
正月だよ弁当

五島美豚
味噌焼肉弁当

とこぶし弁当
行楽弁当

褒賞
金賞
銀賞
銅賞
金賞
銀賞
銅賞
金賞
銀賞
銅賞

全農長崎県本部長賞

五島振興局長賞
五島市長賞
金賞

銀賞

銅賞

アイデア賞

奨励賞

金賞

銀賞

銅賞
奨励賞

部門

ブロッコリー

レタス

中玉トマト

加工の部

加工品

お弁当

支店
新魚目
上五島
有川
有川
上五島
新魚目
若松
新魚目
新魚目
有川
上五島
有川
有川
上五島
新魚目
有川
有川

氏名
長山 スマ
永田友二郎
根津 初子
田口 昭洋
田中 松治
椿山 チト
川上キミ子
古川 常雄
古川 キヤ
田口 昭洋
松阪 肇
野口トメ子
田口 昭洋
田中 松治
尾上さつき
江山 静子
折口 文子

品名
つわぶき

湯がきカンコロ
インゲン
深ねぎ
馬鈴薯
甘藷
ツルナ
インゲン
つわぶき

湯がきカンコロ
ほうれん草
キャベツ

白菜

深ねぎ

小ねぎ

褒賞

組合長賞

五島振興局長賞
新上五島町長賞

新上五島町奨励賞

JAごとう奨励賞

部門
葉菜の部
加工の部
果菜の部
葉菜の部
根菜の部
根菜の部
葉菜の部
果菜の部
葉菜の部
加工の部

葉菜の部

上地区入賞者
支店
上五島
有川
新魚目
上五島
有川
若松
上五島
有川
上五島
上五島
上五島
有川
有川
上五島
有川
上五島

氏名
平田トシ子
江山 静子
椿山 チト
永田 寛孝
江山 静子
笹山ケイ子
山村 美子
田口 昭洋
因幡 邦司
山田 達史
寺田美恵子
戸村フヂヨ
田口 昭洋
因幡 邦司
戸崎イチエ
川口 ミト

品名
ほうれん草
春菊

ブロッコリー
金時草
大根

かぶ

人参

馬鈴薯

里芋

玉葱
ゆでぼし大根

漬物

褒賞

JA ごとう奨励賞

JAごとう奨励賞

部門

葉菜の部

根菜の部

加工の部
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12月22日㈯産直市場「五島がうまい」前特設
広場にてもちつきが行われました。およそ50名
が参加し、10月8日に子どもたちが収穫したも
ち米でできたもちの味は格別で、地産地消につ
いて楽しく理解を深める機会となりました。

本山支部 谷川富美江さん

私は現在、スイートスプリングを中心に、
いろいろなかんきつ類を出荷しています。
スイートスプリングは見た目が青く、酸っ
ぱそうな品種ですが、実自体は甘く、近年急
成長の品種です。その他にもレモン、みかん、
ザボン、紅八朔など皆さんが安心して食べて
いただけるよう栽培しておりますので、産直
市場「五島がうまい」にお越しの際は、ぜひ
お試しください。

私私ののいいちちおおしし！！

安全・安心な五島産のかんきつ類
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尾上 さつきさん（47）
昭和40年5月16日
新上五島町曽根郷

「いろんな野菜づくり
にチャレンジしたい」

切江 英臣さん（47）
昭和40年8月13日
新上五島町青方郷

「今年こそ釣りで大物
を釣り上げたい」

片山 志津香さん（23）
平成元年3月31日
五島市上崎山町

「もっと人に優しく接
したい」

小田 健太くん（11）
平成13年10月15日
新上五島町宿ノ浦郷

「みんなをまとめることが
できるソフトボール部の
キャプテンを目指します」

石谷 里代子さん（47）
昭和40年9月10日
五島市三井楽町

「今年も組合員さんに
たくさんの笑顔を届け
たい」

濱田 俊彦さん（47）
昭和40年6月8日
新上五島町七目郷

「JAごとうの発展の
ため、より一層尽力し
たい」

中野 光浩さん（47）
昭和40年11月20日
五島市浜町

「農家の所得向上に貢
献できるよう頑張りた
い」

松本 英樹さん（35）
昭和52年1月31日
五島市大荒町

「一人前の金融部職員
になれるよう頑張りま
す」

山戸 徳光さん（59）
昭和28年6月16日
五島市富江町

「青枯病を克服し、五
島ルビーの収量20㌧を
目指したい」

中村 貞子さん（47）
昭和40年2月3日
五島市三井楽町

「自分で決めた生産目
標を達成できるよう頑
張りたい」

中村 努さん（35）
昭和52年11月1日
五島市岐宿町

「地域の方に愛される
店舗づくりを目指しま
す」

◎このページの見方◎

氏 名（年齢）
生 年 月 日
住 所
新年の抱負
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当
Ｊ
Ａ
家
畜
市
場
で
十
二
月
二
十
日
、
五

島
肉
用
牛
大
学
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
七
回
目
と
な
っ
た
同
大
学
で
は
講
義

の
ほ
か
、
同
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
た
視
察
研

修
の
結
果
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
講
義
に
は
五
島
振
興
局
、
Ｊ
Ａ
ご

と
う
、
生
産
者
な
ど
お
よ
そ
九
十
名
が
参
加
。

一
時
間
目
の
講
義
と
し
て
「
肉
用
牛
の
改
良

対
策
に
つ
い
て
」
を
長
崎
県
肉
用
牛
改
良
セ

ン
タ
ー
の
石
崎
彰
徳
所
長
が
、
二
時
間
目
に

は
「
子
牛
の
下
痢
・
疾
病
対
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
五
島
地
区
家
畜
診
療
所
の
佐
野
隆

史
獣
医
師
が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

一
時
間
目
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

基
に
、
第
十
回
全
共
で
の
取
り
組
み
や
結
果

を
踏
ま
え
た
長
崎
県
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
。

今
後
の
肉
用
牛
生
産
に
お
け
る
優
良
種
雄
牛

の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
二
時
間
目
は

牛
の
下
痢
に
つ
い
て
代
表
的
な
二
つ
の
原
因

と
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い

て
説
明
。
牛
房
の
消
毒
や

子
牛
の
防
寒
対
策
、
母
牛

の
飼
養
管
理
な
ど
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

し
た
。

同
大
学
事
務
局
で
は
今

後
も
毎
月
第
三
木
曜
日
に

講
義
を
行
う
が
、
家
族
経

営
が
多
い
地
域
性
を
考
え
、

今
後
は
家
族
単
位
で
の
受

講
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
十
三
日
、
同
Ｊ

Ａ
本
店
及
び
管
内
圃
場
に
て
塩
蔵
高

菜
販
売
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
高
菜
を
主
要
品
目
の
一
つ
と
位

置
付
け
て
お
り
、
生
産
と
管
内
三
ヶ
所
の
加
工
所
で

塩
蔵
処
理
を
一
貫
し
て
行
い
、
契
約
先
へ
販
売
し
て

い
ま
す
。
管
内
の
今
年
度
の
高
菜
栽
培
面
積
は
約
八

十
五
㌶
（
前
年
対
比
六
㌶
増
）、
三
、
八
二
五
㌧
（
前

年
対
比
七
一
六
㌧
増
）
の
生
産
量
を
計
画
。
今
回
の

会
議
で
は
契
約
先
の
担
当
者
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
合
わ
せ

て
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
格
的
な
漬
け
込
み

作
業
を
前
に
、
生
産
計
画
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
今
年
は
十
月
の
雨
不
足
で
当
初

生
育
が
遅
れ
た
が
、
同
月
後
半
か
ら
の
雨
で
上
々
の

出
来
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
害
虫
の
発
生
が
少
な
く
、
契
約
数
量
を
大
幅

に
超
え
る
豊
作
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
高
菜
を
二
〇
一
三
年
度
中
に
特
別
栽

培
農
産
物
に
認
証
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
契

約
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
高
品
質
の
高
菜
を
栽
培
す

る
計
画
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
十
三
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
十
二
月
に
入
り
、

レ
タ
ス
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

ま
す
。

五
島
産
の
レ
タ
ス
は
栽
培
履
歴
の
記

帳
や
品
質
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
入
に

よ
っ
て
鮮
度
保
持
を
徹
底
し
て
い
る
た

め
味
・
品
質
と
も
に
高
く
、
全
量
が
関

東
向
け
の
契
約
栽
培
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
大
雨
や
強
風
に
よ
り
生
育
と

出
荷
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
が
、

今
年
産
レ
タ
ス
に
関
し
て
は
大
き
な
自

然
災
害
も
な
く
、
ほ
ぼ
順
調
に
生
育
が

進
ん
で
い
ま
す
。

五
島
市
三
井
楽
町
の
出
口
一
郎
さ
ん

は
約
九
十
㌃
の
圃
場
で
レ
タ
ス
を
栽
培
。

連
日
、
お
よ
そ
十
名
で
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
一
昨
年
は
天
候

不
順
で
十
二
月
分
の
レ
タ
ス
の
約
半
数

は
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
二
月
ま
で
安
定
し
た
出
荷
を
期
待
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
十
五
日
掲
載
）

五五島島牛牛のの更更ななるる向向上上をを目目指指ししてて
―第7回五島肉用牛大学―

生生育育順順調調でで出出荷荷量量大大幅幅増増へへ
―塩蔵高菜販売会議―

鮮鮮度度管管理理のの徹徹底底にに重重点点
―契約レタス出荷ピーク―

現地確認の様子

講義を受ける参加者

収穫を行う出口さん
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当
Ｊ
Ａ
管
内
の
ハ
ウ
ス
で
は
十
二
月

十
六
日
か
ら
イ
チ
ゴ
の
収
穫
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
産
イ
チ
ゴ
の
滑
り

出
し
は
順
調
で
、
三
月
下
旬
か
ら
の

ピ
ー
ク
に
向
け
豊
作
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

管
内
で
は
十
二
戸
の
農
家
が
一
六
九

㌃
で
「
さ
ち
の
か
」
を
栽
培
。
同
品
種

は
糖
度
が
高
く
、
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

五
島
市
籠
淵
町
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
を

行
っ
て
い
る
野
原
敏
さ
ん
は
「
例
年
に

比
べ
出
荷
が
遅
れ
た
が
、
味
・
品
質
と

も
に
良
好
。
ピ
ー
ク
に
向
け
、
温
度
と

水
の
管
理
を
徹
底
し
、
お
い
し
い
イ
チ

ゴ
を
届
け
ら
れ
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
今
年
産
の
イ
チ

ゴ
は
風
味
が
良
い
の
で
、
巡
回
指
導
や

出
荷
検
討
会
な
ど
を
通
じ
、
更
な
る
品
質
・
収
量

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
二
十
一
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
は
十

二
月
二
十
一
日
、

本
店
で
二
〇
一

二
年
産
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
出
荷
反

省
会
を
開
き
ま

し
た
。

二
〇
一
二
年

産
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
は
管
内
五

十
戸
の
農
家
で

栽
培
。
栽
培
面

積
は
六
三
〇
㌃

で
、
春
芽
の
出

荷
に
つ
い
て
は
二
月
の
日
照
不
足
に
よ
る

低
温
の
た
め
、
出
荷
自
体
が
遅
れ
た
も
の

の
、
高
単
価
で
推
移
し
ま
し
た
。

会
に
は
部
会
役
員
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
な
ど

二
十
五
名
が
参
加
。
生
産
販
売
の
経
過
報
告
や
市
場
情

勢
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
か
ら
部
会
独
自
で
総
出
荷
量
、
反
収
の
二
つ
の
項
目

に
つ
い
て
各
上
位
三
名
の
表
彰
が
あ
り
、
部
会
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
温
度
管
理
や
病
害
虫
対
策
を
万

全
に
し
て
、
来
年
は
高

単
価
で
取
引
さ
れ
る
春

芽
ア
ス
パ
ラ
の
収
量
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
福
江
支
店
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

合
わ
せ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
支
店
内
に
設

置
し
、
支
店
を
訪
れ
た
お
客
様
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

同
支
店
で
は
年
間
を
通
じ
て
お
客
様
に
楽

し
ん
で
頂
き
、
新
た
な
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
獲
得

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
夏
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

す
だ
れ
を
設
置
す
る
な
ど
、
店
内
の
美
化
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

設
置
さ
れ
た
ツ
リ
ー
に
は
、
Ｊ
Ａ
貯
金

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
が
所
々
に

配
置
さ
れ
、
昨
年
末
ま
で
行
わ
れ
た
定
期
貯

金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
同
支
店
の

職
員
が
考
案
し
ま
し
た
。

ツ
リ
ー
を
見
た
お
客
様
か
ら
の
反
応
も
好

評
で
「
支
店
に
入
っ
た
瞬
間
、
ツ
リ
ー
が
見
え
た
の
で
驚

い
た
。
季
節
ご
と
に
き
れ
い
な
飾
り
付
け
が
さ
れ
て
い
る

の
で
、
足
を
運
ぶ
の
が
楽
し
み
」
と
の
声
も
。

同
支
店
で
は
今
後
も
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
飾
り
付
け
を

予
定
し
て
お
り
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
計

画
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
二
十
一
日
掲
載
）

風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴををををををををををををををををををををどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううううううぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
―さちのかイチゴ出荷スタート―

春芽の収量増へ向け協議
―アスパラガス出荷反省会―

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののの貯貯貯貯貯貯貯貯貯貯金金金金金金金金金金はははははははははは JJJJJJJJJJAAAAAAAAAAへへへへへへへへへへ
―福江支店クリスマスツリー設置―

会議の様子

収
穫
を
行
う
野
原
さ
ん

皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
十
二
月
十
三
日
か
ら
お
よ

そ
一
週
間
、
管
内
各
支
店
、
出
張
所
に
て
ミ
ニ

門
松
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
女
性
部
が

単
独
で
行
っ
て
い
る
行
事
で
す
が
、
今
回
は
昨

年
十
月
に
開
か
れ
た
意
見
交
換
会
の
内
容
を
反

映
し
、
初
め
て
青
年
部
も
材
料
の
調
達
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
十
四
日
に
大
津
出
張
所
で
行
わ
れ
た
門
松
づ
く

り
に
は
お
よ
そ
二
十
名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
ミ
ニ
門
松
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
同

じ
材
料
で
も
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
門
松
が
で
き
て
い

て
お
も
し
ろ
い
。
早
速
自
宅
に
飾
り
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
部
担
当
職
員
は
「
今
年
は
材
料
と
な
る
竹
の
切
り

出
し
な
ど
、
青
年
部
の
協
力
も
あ
り
助
か
っ
た
。
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
十
九
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は

十
二
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
「
親
子

で
手
づ
く
り
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
部
会
員
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
二
十

五
名
が
参
加
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
合
わ
せ
て
、

親
子
で
思
い
思
い
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
生
ク

リ
ー
ム
の
泡
立
て
が
大
変
だ
っ
た
」や「
買
っ

て
き
た
ケ
ー
キ
よ
り
も
お
い
し
そ
う
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

部
会
員
か
ら
も
「
自
分
達
の
好
み
の
ケ
ー

キ
が
で
き
る
の
で
、
来
年
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た

声
も
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
今
回
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
「
今
回

は
部
会
員
の
要
望
が
多
く
実

施
の
運
び
と
な
っ
た
。
持
ち

寄
っ
た
材
料
を
分
け
合
い
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今

後
も
魅
力
あ
る
活
動
を
企

画
・
実
施
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

逃
げ
た
く
な
る
寒
さ

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

♪
お
お
さ
む
、
こ
さ
む
ー
♪

山
か
ら
小
僧
が
寒

い
と
言
っ
て
逃
げ
る
く
ら
い
寒
い
季
節
に
入
り
ま
す
。

気
象
台
や
測
候
所
が
観
測
し
て
い
る
気
温
は
、
地

面
か
ら
一
ｍ
五
十
ｃ
ｍ
の
と
こ
ろ
で
、
だ
い
た
い
大

人
の
顔
の
高
さ
で
す
。
冬
の
朝
、
冷
え
込
む
日
は
、

地
面
付
近
の
熱
が
ど
ん
ど
ん
空
へ
逃
げ
て
い
く
放
射

冷
却
現
象
が
強
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
地
面
付
近
は
、

気
温
を
観
測
し
て
い
る
高
さ
よ
り
三
度
か
ら
五
度
く

ら
い
低
く
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
気
温

が
三
度
と
発
表
さ
れ
た
場
合
、
足
元
は
氷
点
下
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
底
冷
え
の
日
は
、
気
温
の
数

字
よ
り
低
い
こ
と
を
想
定
し
て
、
足
元
を
温
か
く
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

寒
い
空
気
は
重
い
の
で
、
下
に
た
ま
り
ま
す
。
室

内
で
暖
房
を
使
う
際
は
、
よ
く
空
気
を
混
ぜ
な
い
と

暖
か
い
空
気
は
天
井
付
近
に
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
扇
風
機
な
ど
を
使
っ
て
、
暖

か
い
空
気
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

青年部との連携強化へ
－女性部ミニ門松づくり－

協同作業で親子の絆深める
－フレッシュミズクリスマスケーキづくり－

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

女性部の活動
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……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
二
月
三
日
、
五
島
市
立
盈

進
小
学
校
（
五
島
市
富
江
町
）
の
五
〜
六
年
生
十

四
名
と
そ
ば
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
青
年
部
で

は
毎
年
同
校
で
そ
ば
栽
培
を
通
じ
た
食
農
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
天
候
等
の
条
件
も
あ
り
、
収
穫
が
早

ま
っ
た
も
の
の
、
黒
い
実
の
つ
い
た
そ
ば
に
児
童

ら
は
興
味
津
々
で
鎌
を
使
っ
て
収
穫
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
「
収
穫
は
楽
し
い
け
ど
腰
が
痛

い
」
や
「
早
く
そ
ば
が
食
べ
た
い
」
と
言
い
な
が

ら
保
護
者
ら
も
交
え
て
楽
し
く
収
穫
を
体
験
。

今
回
収
穫
し
た
そ
ば
の
実
は
脱
穀
・
乾
燥
を
行

い
、
同
月
十
三
日
に
地
域
に
伝
わ
る
だ
し
を
使
い
、
試
食
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

同
青
年
部
の
新
井
真
二
部
長
は
「
子
供
た
ち
に
農
業
・
地

域
の
食
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要
な
機
会
。
今
後
も
継
続

し
、
少
し
で
も
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
子
ど
も
が
増

え
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
七
日

掲
載
）

元気良くそばを
刈り取る児童

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
二
月
四
日
、
五
島
市
下
崎

山
町
の
市
立
崎
山
小
学
校
の
児
童
ら
と
う
ど
ん
作

り
並
び
に
来
年
に
向
け
た
小
麦
の
種
ま
き
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
で
う
ど
ん
作
り
は
五
年
目
を
迎
え
、
青
年

部
員
の
う
ど
ん
を
打
つ
レ
ベ
ル
や
だ
し
の
取
り
方

な
ど
も
年
々
向
上
し
て
お
り
、
毎
年
生
徒
た
ち
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

う
ど
ん
作
り
に
使
用
し
た
小
麦
は
六
月
に
同
校
の
五
〜
六

年
生
が
収
穫
し
た
も
の
で
、
今
回
は
来
年
に
向
け
て
四
〜
五

年
生
が
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

上
級
生
が
作
っ
た
う
ど
ん
を
食
べ
た
一
年
生
か
ら
は

「
と
っ
て
も
お
い
し
い
。
自
分
達
も
早
く
種
ま
き
を
し
て
、

う
ど
ん
を
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
は
「
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
し
た
麦
が
、

う
ど
ん
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
ま
で
の
生
産
者
の
苦
労
や
、
収

穫
の
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
良
か
っ

た
。
少
し
で
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
十
一
日

掲
載
）

真剣な表情で作業

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
二
月
二
日
、

五
島
市
立
富
江
小
学
校
で
行
わ
れ
た

富
小
ま
つ
り
に
て
、
同
校
の
生
徒
、

保
護
者
ら
お
よ
そ
二
〇
〇
名
と
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。

餅
つ
き
に
使
用
さ
れ
た
も
ち
米
は

六
月
に
同
校
の
四
〜
六
年
生
が
田
植

え
を
行
い
、
十
月
に
一
〜
三
年
生
が

収
穫
し
た
も
の
で
す
。
食
農
教
育
の

一
環
と
し
て
、
同
校
で
は
初
の
試
み

と
な
っ
た
今
回
の
も
ち
米
づ
く
り
で

は
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
一
つ
の
目
的
と
し

て
お
り
、
各
学
年
で
作
業
を
分
担
し
て
作
っ
た

つ
き
た
て
の
餅
を
、
ま
つ
り
に
集
ま
っ
た
地
域

住
民
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
青
年
部
員
は
「
田
植
え
か
ら
餅
つ

き
ま
で
同
校
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
っ
た

が
、
ど
の
作
業
で
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印

象
的
だ
っ
た
。
来
年
以
降
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
継
続

し
、
も
っ

と
農
業
に

親
し
ん
で

も
ら
え
れ

ば
」
と
述

べ
ま
し
た
。

（
日
本
農

業
新
聞
十

二
月
九
日

掲
載
）

笑顔で餅つき

そば通じ食の大切さ学ぶ
―盈進小学校そば刈取り－

自然の恵みに感謝
―崎山小学校小麦種まき・うどんづくり―

餅つき通じ地域と交流
―富江小学校餅つき―

青年部の活動

ごとう13



編
集
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住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933
FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
一
月
は
「
睦
月
」

で
す
が
、
一
説
に
は
親
類
や
知

人
が
互
い
に
往
来
し
、
仲
睦
ま

じ
く
す
る
月
の
た
め
そ
う
い
っ

た
名
称
が
付
け
ら
れ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。

私
も
例
に
違
わ
ず
、
正
月
を

熊
本
の
実
家
で
過
ご
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
地
元
の

友
人
た
ち
や
親
戚
な
ど
も
交
え

て
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
き

ま
し
た
。

正
月
と
い
え
ば
、
雑
煮
な
ど

の
料
理
。
私
の
実
家
で
は
、
父

親
が
鹿
児
島
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
出
汁
と
い
え
ば
鰹
だ

し
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
今
月
号
の
青
年
部
の
活
動

で
取
り
上
げ
た
と
お
り
、
五
島

で
は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
出
汁
を
使
い
、
そ
ば
や
う
ど

ん
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
に
は
あ
ん
こ
入
り
の
餅

を
使
っ
た
雑
煮
な
ど
も
あ
る
よ

う
な
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
紙
漉

諒
）
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